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性、重量、量、内包的特性に分類し、日本語においては所有者一所有物の語順が逆転さえすることを指摘する。 Vikner阻 dJensen 

(2002)I:tJohn旨四rにおけるJohnとcarとの関係をcontrolrelationと呼んでおり、 Johnを∞n回 11町と、 carを∞附olleeと呼ぶことがで

きるが、 「帽子の婦人J rかぱんのサンベイjではNP1ではなくNP，の婦人が帽子の、サンベイがかぱんの∞ntTollerであり、 「青

い自の人形」では人形が青い目の所有者である。

第3章は所有名詞句の意味を解釈するために有用な理論であり、また本研究の要となるGl浬論を概観する。 GU望論の

枠組み、またLencIet al ο000)が発展させたSIMPLEの枠組みを紹介し、さらにこれらの理論の限界を指摘する。

次に第4章では、先行研究において、形式意味論の理論やGl理論を応用して、どのように所有名詞句の意味を解釈す

る試みになされてきたかを挙げ、既存の枠組みでは唆味な日本語の所有名詞句の意味を導き出すことは不可能であることを示

す。その上で代替となる方法論を提案する。

英語の所有名詞句の意味を解釈するために、 Part，田(1997)は元来関係をあらわすrelationalnounがNP，であればNP，の関

係、がNP1とNP，との晶腎系に代入されると提案した。通常、普通名詞句は 項述語であるとされているが、John's t"iend， Jolm 's sister 

におけるIfrielld，sister はfriend-ojsisler-oj，という関係を表す名詞であるので二項名詞である。それ故、 Johnとfrielldとの聞の関係

は戸enιザ関係である、というものである。

Vikn町andJens開 (2002)はさらに、通常普通名詞句として扱われるpoern，t.四ch町田rなども二項名詞句として倣うこと

を提案した。 NP，のクオリア構造(pustejovsky1995)のうちのひとつを適用して二項名詞にタイプシフトする。 poemlこは通常著

者が存在するのでcomposeとし、うAGENT1VE役劃がGene田口veLexi∞nのクオリア構造のーっとして付与されている。 teacher

は教えることを存在目的とするのでTELlC役割として生徒とteacher.イとし、う関係を持つ。 ca!怯運転することが目的つまり

TELlC役割であるから、運転者項が出I'e関係の項として存在する。各々のクオリア役割をNP1とNP，の指示対象問の関係に代

入し、 NP1の指示対象をその項とすることで、所有名詞句全体の意味が導き出される。

(1) a. poem ~以 poem'(x)

b. QA (poem) ~λxÀy伊em'(x)& ∞m凹ぜい)(y)

以上のPart田ο997)とVikn町四dJenscnο002)で提案されている方法を日本語の所有名詞句に適用すると、 「花干のベ

ンJ (所有)は 「のJの語業的意味に所有の意味を付することで、 「花子の手J (全体一朝l分)は「手Jを関係をあらわず三

項名詞句とみなすことで、 「言語学の学生Jは「学生JのTELlC役割 x study y-ーを用いて f学生」をタイプシフトすることで

意味が計算できる。 r花子の勉強J (名詞化した動詞の項)も「勉強」の項構造を考慮することで花子が勉強行為の動作主で

あると予測できる。しかしながら、その他の所有名詞句はNP，のクオリア構造から直接NP1とNP，との関係を代入できるという

訳にはし、かない。

そこで、解決策のひとつとして、 NP1である「広島J r帽子J rかぱんJのクオリア構造に注目することを提案する。

「広島」は場所であり、 「夕方」は時間である。帽子は被るという目的のために製造されるものであるから、 「広島」と「夕

方」のFORMAL役割、 「帽子J rかぱんJのTELlC(目的)クオリア項から二項の関係を計算することができる。島津他(1986)

はNP1とNP，の索性を比較して、親和的な素性が存在すると意味が発火するというそデノレを考案しているが、本論文ではNP1の

クオリア構造に注目してNP1をタイプシフトさせる。先行研究では他の言語においてもNP1の意味素性に注目した例は他にはな

し、。

第5章では、時間や場所を表すNP1と合成を行うためには、名詞句の意味構造を修正する必要があることを指摘する。

具体的には、 NP，のクオリア構造にSPACIO-T即 IPO項を加えて時間句や場所句によって修飾可能にする。

第6章では、 Pust句ovsky(1995)が提案するSc1ectiveBindingを適用すれば、ある種の所有名詞句、すなわち恒久的な性

質をあらわす rNP1の」による名詞修飾を予測できることを示す。 r7時のニュースJ r近くの公園J rオスロ郊外の村J rビ

ーノレの町J rかぱんのサンベイ」はPU錦町ovsky(1995)がある種の形容詞による名詞の修飾の際に提案しているSelective8inding 

という手法を使うことで意味を計算することができる。 Pustejovskyによれば、 JasllypislのルslはIypisl存在自体が早いのではな

く、タイピストがタイプするという目的を果たすときに速いという意味である。タイピストの存在意義はIypeというイベント

を行うことであるので、 JaslはIypislのTELIC役割を修飾していると考えられる。

例えば r7時の=ユース」における r7時のjは「ニュース」のdescribeというTELlC役割を修飾すると考えられる。エ

ユースは世の中で起きた物事を描写するためのものであるから、 xd.目'cn"bepというTELIC役割を持つ。 r7時のjはそのTELlC

役割を修飾している。

(2) [17 時のエユース日~ÀX.[...TELlC ~ Ae.[de田ribe'(e，x， p) & at-田ven(e)]...]

r7時のニュースjの目的は7時にpとし、う情報を描写するためであるということになる。 一方「近くの公園』の「近くの」は公

園を作ったときの場所を修飾していると考えて、 AGENTlVE役割build_acl(e，x.， y)が近所で行われたとする。すなわち、 「近く

の公園」は近くで作られた公園となる。 rオスロ郊外の村J r奈良の大仏Jも同様である。 rビーノレの町」では、町の存在目

的は何かを製造するためであると考えると、 「町jのAGENTIVE役割を「ピーノレの」が修飾していると考えられる。 rかぱん

のサンベイ」も同様である。 rサンベイJの存在意義は何かを製造することであり、その製造物はかばんである。

ところが、 SeJectiveBindingをもってしても、発話地点における一時的な場所関係をあらわす「広島の親戚J、一場面

をあらわす「夕方の公園J、一時的な特徴である服装、持ち物を表す「帽子の婦人J rかばんの人」の意味を計算する術がな

い。広島の親戚との親戚関係 σELlC役割)は広島にあるのではないし、その親戚が生まれたとき広島にいたとは限らない

(AGENTIVE役割)。既存の理論ではそのような意味を導き出すことができない。

そこで本稿ではGl理論における語葉構造を拡張することを提案する。 Pustejovskyの4クオリア構造は苧の指示対象の

内在的で本質的な性質を捉えているが、それに加えて語の指示対象の外延的特徴も語葉項目の情報として付加する。Pustejovsky

の語葉情報には、タイプ構造、項構造、イベント構造、クオリア構造が含まれており、その中でクオリア構造にはFORMAL、

CONSTlTUTIVE、AGENTlVE，TELlC役割が付与されている。本論文が提案する拡張された語集情報には、クオリア構造以

外に外延的モジューノレ(ext田sionalmodule)、EXTENSION(EXT)役割を付加する。 EXTにはTIME、LβC、MANNER役割とし、

う下位構造がある。具体例においては、 「広島の親戚j の「広島の」、 「夕方の公園j の「夕方の」はそれぞれ「親戚J r公

園Jの外延的モジューノレ(extensionalmodule) EXTを修飾していると考える。 r栂干の婦人」では帽子を持っているとし、うのは

指示対象の一時的特性であるので、イベントの様態項に当てはまる。

第7章においてはN∞ーDavid田町田イベント意味論を適用Lて外延的モジューノレの下位役割の拡張弛について述へる。

(3) 広島の親戚D ~ ÀX λy. [relative】of(x川 &...(LOC~λe[at(eFHiroshima']]. ..]

(4) ド夕方の公園1]~ AX. (park'(x) & ...[TIME ~ Ae[in(eFeveninピ]]...]

(5) 尚子の婦人目~AX.[lady'(x) &例ANNER~ Àe.[則自(eFhat ' ] ]. . .]

イベント意味論は元来D制 d回n(1967)が提唱した理論で、動的名詞はイベント項と内項また外項を項として取る3項

述語であるとした。例えは動言乱51abは動作主、目的語、イベントの3項を取る3項述語である。さらにその後のN骨 D制 dsonian

イベント意味論 (Higginbotham1983， Parsons 1990)は状態動詞を含めて、すべての動詞がイベントまた自由項を取る一項述語で

あるとした。動作主、目的語などの項、副詞句、前置詞匂の修飾語句はすべて∞njun凶 onによって付加される。

(6) a. Brutus stabbed Ca田arslowly in the first c印刷ry

b ヨe[stabbing(e)& agent(eFb & theme(eFc & mann町(e)~slow1y&time(e)~ 1c] 

普通名詞句にイベント意味論を適用することに関しては、 Pustejo刊，ky(1995)のSelectiveBindingによるクオリア構造

修飾以外には、Larson(1998)が動詞から派生した名詞句dancer，singerなどにイベント項があると提案している。例えばbeautiful

dancerのbeaut抑lはdancerのdan田(e)というイベントを修飾しているものとして扱われる。

本稿では動詞から派生した名詞句以外の他の普通名詞句にも外延的イベントを付与しNαrDavidsonianイベント意味

論をGLに適用して時間、場所、様態項を加えることができるようにした。そのようなイベント意味論を使ったクオリア構造の

拡張は日本語名詞匂にとどまらず、英語の複合名詞句、 oJ前置詞句の分析にも応用することができる。第8章は関係名詞の定

義を広げ、拡張されたGLを用いることでどのように日本語所有名詞句の意味を計算するためのメカニズムを検討する。具体的

には、 「アムンゼンの名jの「名J、 「未加入の理由」の「理由J、 r52年度の年度末jの「年度末J、 「選択の機会」の「機

会Jなどの名詞を2項述語として、 「キングウィリアムと北米大陸の開』の「問Jのような名詞を3項述語として捉える(以上

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』からの例)。これらの名詞は rooの名J rooの理由J ro年度の年度末」とし、うよ

うに00を占める名詞句がないと意味をなさない。そのような関係名詞がNP，で、 NP1のFORMAL役割と選択素性が合致する

の「の」格名詞句が名詞を修飾する際に生じる意味的統語的暖味性を分析する。

加えて、第10章では、所有名詞句の暖昧性除去という観点から、英語のownが所有形態素祉の修飾語であり、 NP1

とNP，との意味的関係を限定する働きをしていること、またNP，の所有者をNP1の指示対象のみに絞る働きをしていることを主

張する。

結論の第11章では、各章の内容を概観し、さらにAppendixでは今後の課題について考察する。すべての名詞句に物理

的な指示対象があるわけではない。では、抽象名詞にはEXl構造を仮定する必要はないのだろうか。しかしながら、 「フラン

スの文化と習慣朝の気分Jなどの例では、抽象名詞でも場所、時間を表す名詞の「のJ格で修飾可能である。
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